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 本研究領域は、宇宙における星間雲から原始惑星系への分子進化を、物理

化学的基盤に立って、実験、観測、理論の協力により解明しようという意欲

的な提案である。ALMA 望遠鏡が利用できるなど、時宜を得た計画でもある。

惑星系形成の力学的進化については多くの研究が行われているが、本研究領

域ではＨ、Ｏ、Ｃ、Ｎ系物質に着目した化学進化の研究を行うところが新し

く、既存の学問分野の枠に収まらない新興・融合領域の創成に適したもので、

研究領域設定の必要性は高い。研究組織は、トップレベルの研究者が結集し

て研究手法の異なる計画研究を組織し、その有機的な連携によって物質進化

の謎を解明するよう計画されており成果が期待できる。また、「星間分子雲か

ら原始惑星系初期の分子進化」に絞り込んでいる点も評価できる。研究経費

については、研究計画に沿ってそれぞれの研究機関へ、実験に必要な設備装

置の導入のために予算が計上されており妥当である。なお、各計画研究の成

果がどのように有機的に関連してシナジー効果を生み出すのか、より一層明

確にする必要がある。 

 

  


